
主　な　内　容

　 市 の 人 口 と 世 帯　　80,953 人 ( 前 月 比 ▲ 31) 男 40,156 人　 女 40,797 人　 世 帯 数 29,042 世 帯 12 月 1 日 現 在

提供：石岡まちづくりアカデミーⅢ

● 第 59 回社会を明るくする運動講演会　　　　　 P7

● 2010 年世界農林業センサスを実施　　　　  　 P15

● 石岡市産業祭・八郷ふれあいまつり　　　　　　P4

● 秋の叙勲・褒章　　　　　　　　　　　　　　　P6

● 募集中　ホームページバナー広告
　 月１万円でお店の宣伝を　　　　　　　　　　　P7

　『駅前交通広場』は、駅東土地区画
整備事業の一環として、平成９年３月
に駅の東側に作られました。
　この整備事業は、市の東側区域の玄
関口にふさわしい市街地形成を目的と
して昭和 61 年に着手し、平成 20 年
３月にすべての事業が完了しました。

駅前交通広場
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石
岡
市
長

　
　
久
保
田

　
健
一
郎

謹
賀
新
年

広報いしおか　№１０２　２

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に

満
ち
あ
ふ
れ
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
日
本
経
済
は
、
米
国
発
の
金

融
危
機
以
来
、
大
変
な
不
況
に
見
舞
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
国
の
緊
急
経
済
対

策
も
あ
り
、
一
時
持
ち
直
す
兆き

ざ

し
が
見

え
ま
し
た
が
、
円
高
に
よ
る
輸
出
の
低

迷
、
株
安
な
ど
、
不
安
要
素
が
発
生
し
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
当
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
、「
元
気
い
し
お
か
」

実
現
の
た
め
、
民
間
の
経
営
感
覚
を
持
っ

て
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
市
を
め
ぐ
る
交
通
基
盤
は
、（
仮
称
）

朝
日
ト
ン
ネ
ル
や
常
磐
自
動
車
道
に
ス

マ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
整
備

さ
れ
る
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
目
を
見
張

る
ほ
ど
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

「
茨
城
空
港
」
が
３
月
に
開
港
す
る
な
ど
、

企
業
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
場
所
と
な

り
ま
す
の
で
、
企
業
な
ど
の
誘
致
に
つ

い
て
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
の
舞

台
で
も
あ
り
、「
石
岡
の
顔
」
で
あ
り
ま

す
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
、

市
全
体
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
石
岡
駅
舎
の
整
備

や
鹿
島
鉄
道
跡
地
を
活
用
し
た
バ
ス
専

用
道
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
の
整
備
な
ど
、
財
源
等

を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５

つ
の
保
育
所
を
統
合
し
た
「
や
さ
と
中

央
保
育
所
」
が
４
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。
こ
の
保
育
所
に
は
、
交
流
・

相
談
の
場
の
充
実
を
図
る
た
め
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
い
た
し
ま

す
。

　
ま
た
、
皆
様
ご
心
配
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、適
宜
、

迅
速
な
情
報
提
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

負
担
軽
減
策
と
い
た
し
ま
し
て
予
防
接

種
費
用
へ
の
補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
環
境
の
充
実
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
現
在
整
備
中
の
東
小
学

校
校
舎
が
完
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
学
校
施

設
の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
も
適
宜
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
今
年
も
“　

元
気 

”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「
自
立
力
・
経
営
力
」
を
磨
き
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年

と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
　 「
元
気
い
し
お
か
」



イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
等
、
交
通

網
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
一
方
で
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
向

け
た
取
り
組
み
で
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
大
き
な
予
算
支
出
を
伴
う
こ

と
か
ら
、
地
域
や
保
護
者
の
方
々
を
は

じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
議
論
を
深
め
た
う
え
で
、
大
き
な
決

断
を
す
べ
き
年
に
な
る
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
石
岡
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
第
１
次
石
岡

市
総
合
計
画
」
の
着
実
な
実
現
を
目
指

し
、
開
か
れ
た
議
会
に
お
い
て
、
市
民

の
声
を
執
行
部
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

関
心
を
引
い
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
へ

の
財
源
移
譲
が
進
展
し
て
い
な
い
中
、

公
約
の
一
部
施
策
に
つ
い
て
地
方
負
担

を
求
め
る
動
き
も
あ
り
、
現
在
の
厳
し

い
財
政
運
営
を
考
え
ま
す
と
、
憂
慮
す

べ
き
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　
市
に
お
い
て
は
、
昨
年
秋
の
市
長
選

挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
き

ま
し
て
久
保
田
新
市
長
が
誕
生
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
５
名
の
方
々
が
市
議

会
議
員
と
な
り
ま
し
た
。
新
市
長
の
下
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
す
る

中
で
、
市
議
会
も
新
た
な
仲
間
を
迎
え
、

石
岡
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、

議
会
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
11
日
の
茨
城
空
港
開
港
を
目
前

に
し
、
新
た
な
る
飛
躍
へ
の
希
望
を
現

実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
石
岡
市
が
そ

の
玄
関
口
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
Ｂ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
推
進
、
さ
ら

に
は
常
磐
自
動
車
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
・

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
年
を
迎
え
、
心
も
新
た
に

様
々
な
決
意
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
的
な
経
済
不
況
の
影
響

に
よ
り
日
本
経
済
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
中
、
デ
フ
レ
の
進
行
や
円
高

基
調
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
、
法
人
税
の

落
ち
込
み
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
部
に
世
界
経
済
が
緩
や
か
な
回
復
傾

向
に
あ
る
と
予
測
す
る
報
道
も
あ
り
ま

す
が
、
市
財
政
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
る
税
収
に
影
響
を
与
え
る
経
済
の

動
き
か
ら
目
が
離
せ
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
民
主
党
政

権
に
か
わ
り
事
業
仕
分
け
等
が
社
会
の

「
石
岡
市
の
さ
ら
な
る

　
　  
発
展
を
目
指
し
て
」

石
岡
市
議
会
議
長

　
　
前

　
島

　
守

　
雅

　

３　 広報いしおか　№１０２



　

10
月
17
・
18
日
、
石
岡
運
動
公
園

で
第
36
回
石
岡
市
産
業
祭
、
第
31
回

米
ま
つ
り
と
第
39
回
消
費
生
活
展
が

開
催
さ
れ
、
７
万
７
０
０
０
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
地
元
で
生
産
さ
れ
る
製

品
や
農
産
物
が
一
堂
に
集
ま
り
、
新

鮮
な
野
菜
の
直
売
や
お
に
ぎ
り
・
つ

き
た
て
の
お
餅
の
無
料
配
付
な
ど
が

行
わ
れ
、
と
て
も
盛
況
で
し
た
。

　

柏
原
工
業
団
地
内
の
企
業
に
よ
る

パ
ネ
ル
展
示
や
大
抽
選
会
、
日
用
品

の
即
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
賑に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

第 36回

第 31回

第 39回

　
秋
本
番
を
迎
え
た
中
、
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
石

岡
市
産
業
祭
、
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
が
開
催
さ

れ
、
新
鮮
な
地
元
の
農
産
物
や
工
業
製
品
の
展
示
・
販

売
、
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
は
、
あ
わ
せ
て
９
万
人
の
来
場

者
が
訪
れ
、
秋
空
の
も
と
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

アンパンマンショー

地元企業・団体の模擬店

新米の引き換え

石岡市消防本部発足 60 周年記念
消防職員意見発表会地元産農産物の販売

地元製品の販売

広報いしおか　№１０２　４



　

11
月
８
日
に
は
、
八
郷
総
合
運
動

公
園
で
第
20
回
八
郷
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
各
種
団
体
に
よ
る

パ
ネ
ル
展
示
や
特
産
物
の
販
売
、
模

擬
店
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。
ま
た
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
太
々
神
楽
や

柿
岡
祗
園
囃
子
な
ど
地
元
の
伝
統
芸

能
や
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
現
役

最
年
少
演
歌
歌
手
さ
く
ら
ま
や
さ
ん

と
演
歌
歌
手
山
本
み
ゆ
き
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
、
第
４
回
子
ど

も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
模
擬
店

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
に
子
ど
も

た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
１
万
２
５
０
０
人
の
観
客

は
、
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

子どもフェスティバル

よさこいソーラン

模擬店前には行列が…

柿岡祗園囃子

八幡町太々神楽

山本 みゆき
侍戦隊シンケンジャー

侍戦隊シンケンジャーショー

山本みゆき歌謡ショー地元特産物の模擬店

５　 広報いしおか　№１０２
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藍綬褒章
鈴木　光雄

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

● 

瑞
宝
章
（
ず
い
ほ
う
し
ょ
う
）

　
国
家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功
労
の

あ
っ
た
方
で
、
永
年
に
わ
た
り
公
務

等
に
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に

授
与
さ
れ
ま
す
。

● 
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
警
察
官
、
自
衛
官
な
ど
著
し
く
危

険
性
の
高
い
業
務
に
精
励
し
た
方
に

対
す
る
叙
勲
で
す
。

● 

藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う

し
ょ
う
）

　
公
衆
の
利
益
を
興
し
た
方
、
ま
た

は
公
同
の
事
務
に
尽
力
し
た
方
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

（元農林業センサス調査員）

《
叙
勲
・
褒
章
》

瑞宝双光章（警察）
細川　敏次
（元県警視）

秋
の
叙
勲
・
褒
章

　

平
成
21
年
秋
の
叙
勲
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
、

褒
章
に
お
い
て
、
市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績

に
よ
り
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

❖
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
❖

❖
褒
章
❖

❖
秋
の
叙
勲
❖

瑞宝単光章
込山　一夫

（元八郷町消
防団副団長）

瑞宝単光章
関　清志

（元「静霞園」
介護職員）

瑞宝双光章（消防）
鈴木　登

（元取手市消防監）

瑞宝双光章（防衛）
大出　好一
（元一等空尉）

瑞宝単光章（防衛）
高信　喜久生
（元准空尉）

❖
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
❖

石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
が

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

　

11
月
６
日
、
如
水
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
地
域
文
化
功

労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
石
岡
囃
子
連
合

保
存
会
（
岩
﨑
恒
男
会
長
）
が
文
部
科

学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
は
、
永
年

に
わ
た
り
、
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
「
石
岡
ば
や
し
」
の
保
存
と
継
承

に
尽
力
し
、
地
域
の
文
化
財
保
護
に

貢
献
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
受

賞
し
ま
し
た
。

▲11月10日、市長に受賞を報告
する保存会の岩﨑会長（左）

櫻
井
忠
一
さ
ん
が
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞

▲12月４日、市長に受賞を報告す
る櫻井さん（左）

　

11
月
25
日
、
総
務
省
（
東
京
都
千

代
田
区
）
に
お
い
て
、
地
縁
に
よ
る

団
体
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
櫻
井

忠
一
さ
ん
が
総
務
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
国

分
町
の
駐
在
員
主
任
や
市
の
駐
在
員

主
任
・
区
長
懇
話
会
の
役
員
を
務
め

る
な
ど
自
治
組
織
の
発
展
に
寄
与
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
受
賞
し
ま

し
た
。

羽
田
笑
子
さ
ん
が
善
行
表

彰
を
受
賞

　

11
月
21
日
、明
治
神
宮
に
お
い
て
、

秋
季
善
行
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
羽
田

笑
子
さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
り
市
の

民
間
交
通
指
導
員
と
し
て
、
交
通
安

全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
に

尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
日
本

善
行
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。▲羽田さん（明治神宮参

集殿にて）
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第
59
回 “
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
講
演
会

「
人
は
、
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」

　
　

―
４
つ
の
縁

え
に
し

と
幸
せ
の
法
則
―

　

市
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
“
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
”
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
茨
城
大
学
の
長

谷
川
幸
介
先
生
を
招
い
て
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

講
師　

茨
城
大
学 

生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

長
谷
川
　
幸
介 

先
生

�寄贈�

市のために
役立てて…

東
京
電
力
㈱
が
防
犯
灯
15

基
を
寄
贈

　

12
月
４
日
、
東
京
電
力
株
式
会
社

土
浦
支
社
か
ら
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

今
年
も
防
犯
灯
15
基
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
、
鈴
江
正
典
土
浦
支
社
長

が
市
役
所
を
訪
れ
、
市
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。　

▲鈴江土浦支社長（左）

▲水戸ヤクルト販売（株）の社員

　

11
月
17
日
、
水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社 

東
光
台
セ
ン
タ
ー
・
石

岡
中
央
セ
ン
タ
ー
・
八
郷
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

車
椅
子
６
台
が
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
の
収
益

金
で
購
入
し
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
市
民
へ

の
貸
し
出
し
用
と
し
て
、
使
わ
れ
ま

す
。 水

戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
が

車
椅
子
６
台
を
寄
贈

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

開
会　

午
後
１
時 

　
　
　
　

講
演　

午
後
１
時
30
分 

●
と
こ
ろ　

　

中
央
公
民
館
（
第
２
講
座
室
）

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

１
２
０
名
（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ　

 

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

◎
広
告
の
規
格

　

縦
50
ピ
ク
セ
ル
×

　
　
　
　
　
　

横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

◎
広
告
料
（
掲
載
１
か
月
に
つ
き
）

　

１
枠
１
万
円
（
全
９
枠
）　

◎
掲
載
で
き
な
い
も
の

　

政
治
活
動
・
宗
教
活
動
等
に
か
か

わ
る
も
の
や
、
公
共
の
秩
序
や
善
良

の
風
俗
に
反
す
る
も
の
。

◎
申
込
方
法

　

広
告
掲
載
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
書
は
、
市
役
所 

秘
書
広
聴

課
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
広
告

　

市
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ

に
バ
ナ
ー
広
告
（
有
料
）
枠
を
設
け
て

い
ま
す
。
広
告
枠
は
９
枠
あ
り
、
１

枠
月
額
１
万
円
で
掲
載
で
き
ま
す
。

　

お
店
の
宣
伝
に
、
ぜ
ひ
掲
載
く
だ

さ
い
。

●
広
告
掲
載
の
概
要
●

◎
掲
載
の
期
間

　

原
則
１
か
月
単
位
で
、
最
長
12
か

月
ま
で
。
再
掲
載
も
可
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所 

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

　

http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/

募
集
中月

１
万
円
で
!!

お
店
の
宣
伝
を

HPホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
バ
ナ
ー
広
告
掲
載
枠

　７　 広報いしおか　№１０２



まちの
話題
できごと

まちの
話題
できごと

ラ
イ
ン
を
盛
り
上
げ
て

ロ
ー
リ
ン
グ
族
対
策
！

▲新たに設置された盛り上がったセンターライン

　

12
月
２
日
、
今
年
７
月
に
着
工
し

た
障
害
者
福
祉
作
業
所
ゆ
り
が
完
成

し
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
所
は
、
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
通
所
で
就

労
に
向
け
た
作
業
や
生
活
の
訓
練
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
７
人
が
こ
こ

で
訓
練
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
所
は
柿
岡
小
学

校
脇
に
あ
り
ま
し
た
が
建
物
が
老
朽

化
し
た
た
め
、
よ
り
効
果
的
に
安
全

に
訓
練
で
き
る
よ
う
、
設
備
や
環
境

を
充
実
さ
せ
て
、
新
築
移
転
し
ま
し

た
。

　

竣
工
式
で
市
長
は
、「
こ
の
新
し

障
害
者
福
祉
作
業
所

「
ゆ
り
」
が
12
月
竣
工

▲竣工式で行われたテープカット（ゆり玄関前）
　

11
月
25
日
、
皇
室
に
献
上
す
る
富

有
柿
の
審
査
会
が
、
八
郷
総
合
支
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

柿
の
献
上
は
、
八
郷
柿
振
興
協
議

会
（
塚
谷
一
雄
会
長
）
に
加
盟
し
て
い

る
マ
ル
園
柿
出
荷
組
合
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と

柿
部
会
、
十
三
塚
・
上
曽
柿
出
荷
組
合

の
持
ち
回
り
で
実
施
し
て
お
り
、
今
年

は
、
Ｊ
Ａ
や
さ
と
柿
部
会
が
担
当
し
ま

皇
室
に
お
い
し
い
柿
を

献
上
柿
審
査
会
を
開
催

い
施
設
で
創
作
活
動
な
ど
に
取
り
組

み
、
生
活
の
向
上
や
充
実
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

朝
日
峠
の
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
に

は
、
週
末
の
夜
間
に
な
る
と
数
十
台

の
車
両
が
集
結
し
て
ド
リ
フ
ト
走
行

な
ど
の
危
険
運
転
を
繰
り
返
す
ロ
ー

リ
ン
グ
族
が
現
れ
、
走
行
に
よ
る
騒

音
、
タ
イ
ヤ
の
摩
擦
で
生
じ
る
異
臭

や
破
片
の
散
乱
な
ど
、
麓

ふ
も
との
住
民
を

苦
し
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
道
路
び
ょ
う
を
設
置
す

る
な
ど
の
対
応
を
し
ま
し
た
が
、ロ
ー

リ
ン
グ
族
に
外
さ
れ
て
し
ま
い
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
盛
り
上
げ
て
ド

リ
フ
ト
走
行
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
、

盛
り
上
げ
た
部
分
が
は
が
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
路
面
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

埋
設
す
る
新
工
法
を
考
案
し
ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
特
に
被
害
が
ひ
ど
い

区
間
（
約
６
０
０
ｍ
）

に
施
工
し
、
11
月
下

旬
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
後
、ロ
ー

リ
ン
グ
族
に
よ
る
騒

音
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
り
、
こ
れ
ま
で
そ

の
被
害
に
苦
し
ん
で

い
た
住
民
か
ら
「
夜

間
の
爆
音
が
な
く
な

り
、
熟
睡
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
の

喜
び
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。　

▲献上柿を審査する関係者

散乱するタイヤ片

し
た
。

　

審
査
は
、
生
産
者
が
持
参
し
た

１
８
０
個
の
候
補
柿
か
ら
、
色
づ
き
・

活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

柿
岡
城
ま
つ
り
が
開
催

　

快
晴
に
恵
ま
れ
た
11
月
15
日
、
柿

岡
商
店
街
で
柿
岡
城
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、６
０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
模
擬
店
が
並
び
、

大
道
芸
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
披
露
や
、
ち
び
Ｄ
51
が
子
ど
も
を
乗

せ
て
歩
行
者
天
国
の
道
路
を
走
る
な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
楽
し
い
一
日
を

家
族
や
友
人
と
過
ご
し
ま
し
た
。

形
状
・
重
さ
（
２
８
０
～
３
０
０
㌘
）

が
基
準
に
合
格
し
た
柿
72
個
を
選
別

し
、
桐
箱
に
24
個
ず
つ
納
め
ま
し
た
。

　

箱
詰
め
さ
れ
た
柿
は
、
26
日
に
市

長
や
生
産
者
な
ど
に
よ
り
、
宮
内
庁

と
東
宮
御
所
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

▲大道芸人によるストリートパフォーマンス
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11
月
29
日
、秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、

つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
つ

紅
葉
の
中
、
し
し
鍋
ま

つ
り
に
１
１
８
０
人

▲同高の体育館で開催された創立100周年記念式典

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
で
あ
る
市

長
と
市
議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
者
２
人
に
教
育
長

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
青
空
の
も
と
で
８
地

区
に
分
か
れ
、
千
歳
飴
を
手
に
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

▲演奏に耳を傾ける来場者

▲熱心に鑑賞している来場者

50
回
を
迎
え
た
市
美
術

展
に
１
１
２
０
人

　

11
月
18
日
か
ら
22
日
ま
で
、
石
岡

運
動
公
園
体
育
館
で
市
美
術
展
が
開

催
さ
れ
、
５
日
間
で
１
１
２
０
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・

美
術
工
芸
・
書
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン

の
７
部
門
に
２
２
１
点
の
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
50
回
を
迎
え
た
今
回
は
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
市
所

蔵
の
貴
重
な
美
術
品
17
点
も
併
せ
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
展
示
さ
れ
た
美
術
品

や
力
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を
熱
心
に
鑑

賞
し
て
い
ま
し
た
。　

七
五
三
祝
い
の
会
で

２
４
３
人
を
祝
う

▲教育長から記念品を受け取る代表者 石
岡
一
高
が
創
立
１
０
０

周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
15
日
、「
八

郷
地
区
合
同
七
五
三
祝
い
の
会
」
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
今
年
４
月
に
小
学
校

へ
入
学
予
定
の
２
４
３
人
の
子
ど
も

を
対
象
に
行
わ
れ
、
当
日
は
、
そ
の

父
兄
ら
も
出
席
し
て
子
ど
も
の
成
長

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
教
育
長
が
「
み
な
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
小

学
生
に
な
っ
た
ら
、
お
友
達
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
　

石
岡
一
高
（
太
田
耕
一
校
長
）
が
、

11
月
20
日
に
創
立
１
０
０
周
年
記
念

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
教
育
長
や
県
議
会
議

員
の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
在
校
生
を

代
表
し
て
山
本
真
莉
子
さ
ん
が
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
落
語
家
の
三
遊
亭

楽
太
郎
さ
ん
が
「
笑
い
あ
る
人
生
」

と
い
う
演
題
で
、
記
念
講
演
を
し
ま

し
た
。

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
明
治
43
年
に
新
治

郡
立
農
学
校
と
し
て
開
校
。
昭

和
23
年
に
石
岡
高
等
学
校
、
24

年
に
は
石
岡
第
一
高
等
学
校
と

改
称
。
平
成
19
年
に
県
立
八
郷

高
校
と
統
合
し
、
21
年
に
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
の
式
典
に
は
、
来
賓
や

在
校
生
・
卒
業
生
、
教
職
員
な
ど

１
７
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
、
太
田
校
長
は

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

１
０
０
年
に
向
け
た
新
た
な
決

く
ば
ね
し
し
鍋
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん

県
外
か
ら
も
１
１
８
０
人
が
訪

れ
、
紅
葉
の
中
で
し
し
鍋
や
し

し
カ
レ
ー
、
常
陸
秋
そ
ば
な
ど

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
農
作
物
を

荒
ら
す
イ
ノ
シ
シ
で
、
ま
ち
お

こ
し
を
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、

今
年
で
４
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
ガ
マ
の
油
売
り
口
上
や
カ

ン
ト
リ
ー
バ
ン
ド
の
生
演
奏
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
初
め

て
柿
の
皮
む
き
大
会
や
丸
太
切
り
大

会
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
晩
秋
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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住
民
税
で
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
い
て
、
確

定
申
告
や
年
末
調
整
で
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
た
が
、
平
成
19
年
度
か

ら
の
税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
り
、
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
住
民
税
か

ら
も
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
の
場
合
に
は
、
専
用
の
申
告
書

を
毎
年
、
市
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

11 月の差押件数
不 動 産 19 件

預 貯 金 88 件

合 計 107 件

21 年度累計 428件

市
役
所 

収
納
特
別
対
策
室

夜
間　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
５
時
15
分
～
７
時

休
日　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

詳
し
く
は
、
収
納
特
別
対
策
室
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

納
税
相
談
・
納
付
受
付

インターネット公売
【売却実績件数】 21 件

平
成
22
年
度
か
ら

　
　
申
告
書
が
不
要
に
！

◇
平
成
11
～
18
年
に
入
居
し
た
人

◇
平
成
21
～
25
年
に
入
居
す
る
人

※
平
成
19
・
20
年
に
入
居
し
た
人
は
、

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
の
控
除
対
象
に
な
る
人

控除を受ける人

年末調整を行う
源泉徴収義務者 石岡市

所管の税務署

①年末調整で住宅ローン
減税制度の適用を申告 ②給与支払報告書を提出

①確定申告で住宅ローン
減税制度の適用を申告

③給与支払報告書・確定申告書などから内容を確認し、
翌年度の個人住民税で、住宅ローン控除を適用する。

②確定申告書等（住民
税用）を回付

　

平
成
11
～
18
年
と
21
～
25
年
に
入

居
の
人
は
、
手
続
き
方
法
が
変
わ
る

た
め
、
専
用
の
申
告
書
の
提
出
が
不

要
に
な
り
ま
す
。

平
成
11
～
18
年
入
居
の
人

　

給
与
支
払
報
告
書
な
ど
に
よ
り
、

市
が
処
理
し
ま
す
。

※
住
民
税
控
除
の
申
告
を
し
て
い
た

人
に
は
、個
別
に
通
知
を
送
り
ま
す
。

平
成
21
～
25
年
に
入
居
す
る
人

　

初
年
度
は
、
確
定
申
告
に
よ
り
情

報
が
市
に
届
き
、
２
年
目
以
降
は
給

与
支
払
報
告
書
な
ど
に
よ
り
把
握
で

き
る
仕
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

■
詳
し
く
は
、
市
役
所 

税
務
課　

市
民
税
担
当
へ

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

住宅借入金等特別控除可能額

0

190 000
225,000円

居住開始年月日　　Ｈ 21.5.12
住宅借入金等特別控除可能額

個人住民税における住宅ローン控除額
　　　　　　　　　　　　　　　　　225,000 円－ 190,000 円 =35,000 円

右
の
計
算
例
で
は
、
３
万
５
０
０
０
円
が
平
成
22
年

度
の
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
手
続
き
に
つ
い
て

広報いしおか　№１０２　１０

源泉徴収税額の項目が
０円のときのみ、住宅
ローン控除が適用にな
る場合があります。

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
、
あ
な
た
の  

税



　

恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の

一
部
区
間
が
、
高
浜
地
内
の
愛
郷
橋

架
け
替
え
と
側
道
橋
整
備
工
事
の
た

め
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
迂
回
路
を
利
用

く
だ
さ
い
。

区
間　

愛
郷
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
ま
で

期
間　

１
月
～
平
成
28
年
３
月
31
日

（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ

　

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

　

日
ご
ろ
在
宅
で
認
知
症
や
寝
た
き

り
な
ど
の
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、「
介
護
者
の
た
め

の
コ
ー
ヒ
ー
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　

同
じ
立
場
の
人
と
コ
ー
ヒ
ー
を
味

わ
い
な
が
ら
語
り
合
い
、
心
の
休
養

を
と
り
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
プ
ロ
を
招

き
、
淹い

れ
方
や
豆
の
違
い
を
味
わ
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

恋瀬川　　　　　　　　　　

サイクリングコース
一部通行止め

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
・
１
１
２
７

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は 

、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け

た
人
が
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

て
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く

見
守
る
た
め
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
活
動
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、

・
友
人
や
家
族
に
そ
の
知
識
を
伝
え

　

る
。

・
認
知
症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気

　

持
ち
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
。

・
隣
人
や
商
店
・
交
通
機
関
な
ど
ま

　

ち
で
働
く
人
と
し
て
で
き
る
範
囲

　

で
手
助
け
を
す
る
。

な
ど
、
活
動
内
容
は
様
々
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

要
望
が
あ
れ
ば
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

友
人
や
仲
間
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ
申
し

　

平
成
17
年
度
か
ら
、
厚
生
労
働
省
で
は
「
認
知
症

を
知
り
地
域
を
つ
く
る
10
カ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

受
付
中

介
護
者
の
た
め
の
コ
ー
ヒ
ー
教
室

介
護
者
の
た
め
の
コ
ー
ヒ
ー
教
室

と 

ひ
と
息 

心
の
休
養

日
時　

２
月
４
日
（
木
）　　

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

　
　
　

ひ
ま
わ
り
の
館 

調
理
室

対
象
者　

市
内
在
住
で
在
宅
高
齢
者

　
　
　
　

の
介
護
を
し
て
い
る
家
族

講
師　

お
ひ
さ
ま
コ
ー
ヒ
ー
店
主　

　
　
　
　

江
橋 

良
生 

氏

参
加
費　

無
料　
　

定
員　

30
名

　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
方
法　

　

１
月
28
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
５
・
１
１
２
７

平成 28 年 3 月 31 日まで
２
月
４
日

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

高
浜
駅

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

恋瀬川

愛
郷
橋

通行止め区間

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

●
費
用

　

講
師
料
・
教
材
費
は
無
料
で
す
が
、

会
場
使
用
料
は
、
申
込
者
の
負
担
で
す
。

●
会
場

　

会
場
は
、申
込
者
で
準
備
願
い
ま
す
。

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
人
以
上
で
申
し
込
み
を

認
知
症
の
人
を
応
援
し
ま
す

ほ
っ

迂回路
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